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最近、暖かい日が続き、原付バイク通勤の私には、とてもありがたいことです。これからの季節は原付バイクに

乗り、少し足を伸ばして、河西緩衝緑地でのんびり過ごしたり、西庄ふれあいの郷ハーブ園でラベンダー畑を見た
り、いろいろお気に入りの場所探しに思いめぐらせています。目的地に行く途中にも、春を感じる花が咲いていた
り、新しい道を発見したりする楽しみもあり、小回りの利く原付バイクはとても便利です。

そんな原付バイクを含むオートバイ・スクーターですが、総務省が５年ごとに実施している全国消費実態調査に
よると、和歌山県は、２人以上の世帯がオートバイ、スクーターを１台以上所有している比率を示す普及率が、平
成元年から平成２６年までの過去６回、全ての年で全国１位だったということです。（昨年の調査より、全国家計構
造調査と名前が変わり、オートバイ・スクーターの項目はなくなりました。）

なぜ、こんなにも和歌山での普及率がよいのか分かりませんが、きっと雪も少なく、温暖な気候のお陰で、車よ
りバイクが好まれてきたのかも知れませんね。

　二輪車は法律上、自動二輪車と５０ｃｃ以下の原動機付自転車に分けられます。
オートバイは、二輪の自動車の総称のことで、スクーターはオートバイの一種で
す。オートバイは、クラッチ、変速機を経てチェーンで後輪を駆動させて動くのが
一般的ですが、スクーターの多くは、自動変速機で、操縦も容易にできます。ま
た、車輪の直径を小さくして足を揃え、腰掛けて乗れるようにするなど、手軽に
利用できる、重宝する乗り物です。
　
　これから更に暖かくなりますね。心地よい風に吹かれながら、のんびり観光気
分で、原付バイクに乗り、いろいろな発見を楽しんでみたいと思います。

※参考資料：総務省全国消費実態調査（産経デジタル）、日本大百科全書
                  一般財団法人自動車検査登録情報協会

バイクに乗って


